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MERBSHRABH 來 る 4 月 2 日 日 本 地 和 質 学 会 第 58 年 総会 に 引続き 本 会 第 23 3 
総会 を 京 者 大 学 で 開 借 し ます 。 続い で 4 月 3 日 か ら 5 日 ま で 地 邊 学会 と の 較 合 講演 会 
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SETA CER DF SW 
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eee ets)? hl a ee 18,233.00 
“se 予 靖 爾 (繰越 金 ) memerrer。 1,831.63 

前 年 度 繰 越 1,289.00 
計 145,492.00 4} 145,492.00 


SLICES SOME Tom. F. W. Barth. | 
FAN (Oslo) ROMA (Intra-Pacific) [EVAR (petrographic provinces) 
DPAICRT 4 BO BBIc Saether (1945), Oftedahl (1946) Mac Donald (1947) 
ROME IN, TALB RIH ENC ILI OC EBLE Ok WO BLS} HB (frequency 
distribution) #YREL, BIC RE AMICK FAC OKI A OD AB Ey OK Pa KAM (average mineral 
composition) に 関し て 考察 し て いる 。 (Jour. Geol. Vol. 57, No. 1. p. 55—6], 
1949) (早川 
LTE LE DAY i EPR, FINE, 田崎 秀夫 
LEARN LU BIAA | STE SE ALL Bites Bk RUC EES. — 9D ER OE PDS VE A(T AY 
4h CHEAT % 2H sC fH D> TORE D 0, 種々 の 研 深 結果 (光学 的 隆 質 , 化学 
ayer, SAR, SUPE, 電子 微 鏡 ) に より 原 試 料 の ロイ サイ ト に 近い 鉱物 で ある こと 
を 了 晴 か に し て ゐる 。 Aloe eh カオ リン 鉱物 は 結晶 度 の 比較 的 高い ハロ イサ イト に 


局 す る も の と 老 へ られ る こと 並び に 結晶 度 に 就 て の HB ROCKO HES LOT 
Vy BY — Bae D [alee Ht. PAF ES LEN ‘Do (ew Sa 58, No. 
643, 1950) GUE 3A 


Massachusetts jj] Greenwich EM RHOM™ Fv ILE MEM Marble, J. 
P, 表記 の Monson 7i ii REO NY = B 4 b db HEH Le ABER IE 0,03% Pb, 
153% Th, 0,095% U を 名 有 し て いる 。 こ と れ か ら 算 出さ れ た 地 赴 年 齢 は 約 390x108 年 
で ある 。 (Am. Min. 35, 845~852, 1950) [大 

Massachusetts il Rockport Shh} Palache, C, Massachusetts ih 
aa Ann (CNS ZEKE @ 4 7 ORR LCA. TSU CIERRA 

タイ ト に 産 し , MECH AOALHAc と な がら, 本 央 に 依 つ て 貫 ぬ か れ て いる , 鉄 
hie xi PATE 77 PPI OFE RAIS MEIC BARS S 5G (Am. Min. 36, 877~ 
881, 1950) (A ® 
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A new occurrence of andalusite from a pegmatite at 
Kabutsu, Takano Village, Fukushima Prefecture. 


大 森 & — (Keiichi Omori) 


Abstract The andalusite here described was newly found in a peg- 
matite at Kabutsu, 5km north of Miharu Town, Fukushima Prefecture. 
Essential minerals of the pegmatite are quartz and microcline-perthite. 
Andalusite as an accessory mineral was found in the perthite together with 
muscovite. The andalusite of rose red color is abundant as radial masses. 
5 to 20 cm in length and includes several small crystals of fergusonite 
and corundum, 

The specific gravity determined by a pycnometer was G740=3.150. 
Color is red in thin-section and its pleochroism is strong. X=rose red, Y= 
Z=colorless. The refractive indices are: v=1.632, B=1.638, Y=1.642; Y— 
@=0.010. The optic axial angle measured by a universal stage is (—) 
2V=83°. The result of chemical analysis by S, Hasegawa of our Institute, 
is given in Table I. The folmura of the andalusite calculated by Tom, 
Barth’s method is expressed as (Al 43.1 Fe fe ). Si 33-2 Oygo. AS shown in 
Table II, the rose red color of the andalusite increases in intensity 
with an increase of Fe3+ ion. The relations between the crystal structure 
and the optical properties (Table III) of the andalusite, sillimanite and 


cyanite are described. 
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阿 直 隈 地方 に は 多数 の ペグ マタ イト が あり , HRSRO4ItDS BE 
伊具 郡 大 張 村 , BREAD, TRO AAU, 同 郡 飯坂 村 , 川俣 
町 附近 2, RANE, 田村 郡 高野 村 附近 , ASEM, I 
郡 小塩 江村 埋 下 附近 や , 同 郡 大 森田 村 , ZAERO, 同 郡 野木 澤村 , 
石川 町 附近 や 等 で ある が , 紅 柱 石 は 折 岩 村 よ ょ り 北 方 に は 見 当ら ず , 高野 村 
より 南方 に た 産 す る 。 紅 柱 石 の 産出 が 記載 され た の は , TO5 SMELL AE 
附近 で あつ た が , BEAN HR (BRO) の ペグ マタ イト か ら る も 多 草 に 産 す 
ET EA 


と この ペグ マタ イト は 三春 鉄山 と 呼ば れ , BHAOR 2H 20 米 , 厚 さ 約 5 米 
第 一 図 D HIRI, N 20° E の 定 向 と 60° SE ore ye 


oor 


OCH IOKORAEC, RR CHRL + 
A PASSER ASN, 石英 は な ペグ マタ イト の 中 央 部 
DH EEICDIT CHA, SHA DID FRICEU 
と の ペー サイ ト の 中 に , 約 5~20 MAOH L 
BEETS, 即ち 紅 柱 石 は ペグ マタ イト の 下 
縮 に 産 し , 上 次 に は 見 られ な い 。 i 
が 局部 的 に 集合 BE Wa Dis 

WEA IE ZERO VY er PY YG EMI RE 
LOWS, フェル ダグ ゲ ダマ ソン 石 は 第 一 図 に 揚げ た 様 な 
(320), (230) 等 の 正方 第 三 柱 面 と , (111), (111) 等 
の 正方 第 一 多面 より 成り 。 (001) 旋 面 は な 小さい 。 
フラ ェ ル ゲソ ン 石 は パー サイ ト 中 に 産 す る と こと も ある 。 

ATS IA bOPMAGUIL 3CP FE he EE CHE RIB IC HEL, FE RSBEE IA 


1) PEGA, SRO ty SYA, 105, 昭 25. 
BAK, AEORE AA, 23, ra if. 
2) PEPDAAL, (REO HTT IS, 112, 昭 25. 
PREZ, HN, PREC, 理研 英文 報告 , 34, 照 13, 36, 昭 14, 理研 葉 報 , 
17, 1813, 19, 昭 15. 
3) AINA, HAG, SS, 135, 昭 24. 56, 243, 昭 25. 
4) KHBSB, Hne MSs, 40, 384, Hg 8. 
5) ALSRAOKER, 工業 原料 鉱物 調査 報告 , 3, 大 10. 
門倉 三 能 , 地学 苑 誌 , 28, 748, 大 5. 
mR, 待 場 勇 , AWE 19, 1, WB 13. 
TEC, 河野 義 礼 , OR 20, 210, 昭 13. 
PERG, AAG, SOE 2, 211, WA 4. 


SA ER ES 
i ee ee ee 
fBEAO PA id T OPPO PETE MIKE IC ML CUS, KEG 
(END 4} RAISER: HPA ACES © BEE BY HEL Ca 
化し た た あめ に 生じ た の で あろ 35, bs 
;  «MEAOKLEHERL SRD Sige 
c ORDEAL IRVINE SL, MME OR, 何れ も 細 柱 
ARO BRK RAKC HS o 硬度 は 約 7.5 度 で , RIE CIs IIe: 
比重 は G7}, =3.150 CHZ,.. waite 
RESE F Clk, 第 二 図 (1) に 示さ れ た 様 に , MHRA Lic Hee 
の 中 に 包 裏 る され て いる 。 紅 柱 石 の 細長 い 結 品 が 白雲 母 の 器 開 面 に 洛 つ て 色 
BESMCTHSTCELSS. HOM (2) CHB RAS-H4 -oOmIcCwMHS 
れ た を フェル グ ゲソ メン 石 の (001) 潤 片 図 を 掲げ る 。 フラ ェ ル グ メ ン ン 石 は 攻 褐 色 を 


ce 


1, A: 紅 杜 石 (Andalusite), C: 鋼 玉 (Corundum), M: {S28} (Muscovite). 
2, Fergusonite included in microcline-perthite (F: 7 =n Y Vv) 


BL, 3Perelt—tAPECH 2, TC OMBRIACMEL THRO BBW 
SEW & AAU te Shin EICBDOTWS, FAUNA VVYAOWMAO— 
PA Mis ralC CO CHL KAA YY {EL CHS. 

紅 柱 石 は 交 双 = コル 間 で 直 消 光 を な し , X 軸 が 結 品 の 伸長 方 向 に 下行 で 
ある の で , 仲 び の 光学 性 質 は 負 性 で ある 。 和 経緯 鏡台 で 測定 され た 光 軸 角 は 
2V=83” で , 光学 性 は 負 性 で ある 。 


1) 地質 の 詳細 と つい て は 別 の 機会 た 述べ る こと に する , 


IRIE TEMDIGCA & Fa 3, 当地 附近 で ば ぼ 一 般 と ペグ マタ イト は 花 


4 7 4A Ke Se oe 
叉 多 色 性 が 著しく , WLM Lea b MEIC HAAIEL, TO 
軸 色 は X= 淡紅 色 , Y= 無色 , 2= 無 色 で ある 。 Vik OREO AMA 
Se eee の 時 に , 結 品 は 淡紅 エ 色 を 時 する 。 
BR CUlsz S 7c AAAS 
a=1.632, B=1.638, y=1.642, y—a=0.010 
で 、 こ と の 最大 複 屈折 (y—a@) LBRO CHT S7eH, 約 9.03 HO 
普通 の 厚 さ の 薄 片 で は 下 渉 色 は 白色 で ある 箸 で ある が , 多 色 性 の た あめ に 淡 


紫色 と な る ° 
E DALE OANA BE CR MNES ELIMI EN TO 7c is 
果 は 第 一 表 (1) の 如く で ある 。 同 表 (2) に AlLSIO, の 理想 化学 式 か ら 得 らち 
第 一 表 (Table I) 
) (2) (3), (4) No. of 
Wt%. Theoretical _ \ Equ. cations in 
| NA Mol. % standard cell. 
‘SiO, 37.30 |) 37.07 34.2 33.2 
TiO, tr — — — 
Al,O3 60.00 62.93 64.9 63.1 
Fe,0; 0.97 — 0.7 0.7 
MgO 0.05 — 0.1 0.1 
CaQ 0.37 — 0.1 0.1 
H,O0G-) 0.42 “A = as 
H,0M 0.23 — っ = 
Total 99.34 100.00 100.0 97.2 


NMS OATELIBG SZ, ROOST RS, Tom. Barth の 方 潜 に 


1) Barth, Tom. F. W., Journ. Geol. 56, 50, 1948. 計算 の 任 方 は 次 の 様 で 

HS. BEADSCRENKMEY, Eh EHOMLMO4ES TRE (equi- 

. valent molecular weight) G#J%. 例え ば SiO, の 敷 値 は 60.06 ceo, 

co, MgO ORAS 40.32 CHI O, 1 OBR ay SAT (be ORC 
る . 次 に 2 個 の 陽 イ オン を 含む 酸化 物 は な , その 軍 量 の 1/2 CHS. 例え ば 

Al,O; は 50.97 (=—g- x 101.94) で で 割る . とこ の 様 に た に すると, Brty of1e 

が 得 ら れる か ら , こ と これ を 100 % に 計算 し な お し て , 当 量 分 子 百 分 座 (Equ. Mol. 

9%) EFS. RICCOBA AY OBIS TLE 2 EE (standard cell) 
Cee こと の 際 一 つづ つの と の 陽 イ オン と 結び つい で 


いる , os し Lg RUE 2 個 の 酸素 イオ ン が ある こと, 叉 この 酸 未 オオ ン の 
合計 が 160 に Ee 


i eS ee s RR 


甘い て 当量 SF GK (equivalent Mol. %%) を 求め る と (3) の 如く , 更に 
THMDSEOZHY 160 個 と 結び つい を た, 往信 格子 (standard cell) に 任 ち 
腸 え オン 数 を 求め る と (4) の 如く , Si=33.2, Al=63.1, Fe+=0.7, Mg= 
0.1, Ca=0.1, 合計 97.2 個 と な る 。 Mg イオ ン と Ca イメ オン は 微量 で ある 
の で こと れ を 除外 する と , 本 紅 柱 石 の 化学 式 は 理想 式 Als』 Sig2 Ojso に 対し 
て (Alss.: Feo. 7) Sigs-2 Orso と な る 。 即ち 標準 格子 内 の Al イオ ン の 1 (fq 
a Pet 4 ay CREDA ONEHEATS 5», 
" 麹 で 文献 に 見 出さ れ た を 主 な 紅 柱 石 に 就 い て 同様 な 計算 を 行い し , < 
OAs, Ws, 比重 及び 多 色 性 と 比 較 す る と 第 二 表 の 様 で ある 。 
雷 及 び 第 三 図 か ら 明 か な 様 に , 屈折 牽 は Al 4 ay & Fe*+ 4 av Asie fees 


第 = 32 (Table II) 
No. of cation in Index of Optic Sy 

standard cell refraction aay Specific See 

angle | gravity : 
No. | a] Fes+ | Si | Total ae | A sequen 
63.3 (ZA 96.0. | 1.631| 1.638! 1.643) "= 3.143 jlight rose 

64.2 | 0.4 | 32.6 97.2 | 1.629, 1.633) 1.639, — 83° 3.137 Ms 

64.9} 0.4 | 31.5 96.8 | 1.634} 1.639} 1.645, 83 313 ts 


61.7} 0.7] 34.0} 96.4 = — ーー = = = 
63.1 | 0.7} 33.2} 97.0 | 1.632) 1.638} 1.642; 83 3.150 | rose red 


KB COOAN DAP WON = 
D 
ise) 
NI 


63.0| 0.9] 32.1} 96.0 | 1.634] 1.639} 1.643, -— | 3.154 a 
1.0 | 32.0] 96.7 | 1.632) 1.638) 1:643 — — blood red 
Jing hen eee — | 1.633] 1.639] 1.644) 84 = red 
63.0 | 1.3| 32.5] 96.8 | 1.629) 1.633] 1.639) — SR 
64.0| 1.6| 31.6] 97.2 |1.637| 1.641| 1.646| (75) | 3.16 (deep red 
Bot Gr nes) ge — | 1.640) 1.644) 1.647) 85 — ldeep red 


(1) and (6) Sekanina, J., Casopis Mor. Zeniskeho Musea., 26, 1-112, 1928. 
(2) and (9) Ellsworth, H.V. and Jolliffe, F., Uui. Toronto Studies. Geol. 
Ser., 40, 71-81, 1936/37. 

(3) and (10) Macdonald, G.A. and Merriam, R., Am. Min., 23, 588-594, 
1938. 

) Harada, Z., Jour. Fac. Sci. Hokkido Imp, Uni. (IV) 3, 302, 1936. 

) Present data. 

) Simpson, E. S., Jour. Roy. Soc. West. Australia, 17, 137-149, 1930/31. 

) Taubert, E., Zeit. Krist. 44, 313, 1908. 

(11) Wiilfing, E.A., Sitz. Akad. Wiss. Heidelberg. (A) 12, 1917. 


る に つれ て 高く な り , 光 還 角 も 少し で は ある が 大 きく な る 。 北 重大 きく 


1) と れ を Al2SiO5 の 化学 式 で 表わす と , (Alt-o7 Feo-02) Sij.o4 O5 と な る 。 


=~ 6 ; SAE MWR RS @ 


な る 傾向 を 示し ,』 色 も 濃く な る 2 WB, PERF ICRUC, Al イオ 
ン を Fe 44 725 1 個 置 換 す る 毎 に , a=0.0050, B=0.0045, y=0.0045 
程 鹿 高 く な る 。 LICH ILK 2V=1.5° 大 きく な る 。(ThieleP) は な 紅 柱 石 其 


Cie 較 


hOB Yn CHEW T, Al,O5 
% Fe,0; が 置換 する に る 
2 れ て , 平均 屈折 牽 示 高 ぐ 
な る と と を 輝 べ て いる 


7.650 1 が , その 数 値 を 示し て そい 

7.640 Tao 

ey 結晶 構造 と 光 皇 的 

Eo, 7.0 2.0 HER ORAK 
aire 紅 柱 石 (andalusite) は 


£EMLA (sillimanite), # 
Hn (cyanite) と 共に 化学 式 が ALSIO; CHEN, MHSROMLEL TH 
BCHS”, TOH=MMOIBWIA ir (optical orientation), c 四方 向 か ら 
見 を た 結 品 構造 や 及び 屈折 格 円 休 (indicatrix) を 比較 し て 第 四 図 に 掲げ る 。 

と ぇ に 結 品 構造 は 各 イ オン の 配 位 が 3h Bo IC, Al イキ オン を と り ま 
く 0 イオ ン 及 び Si イオ オン を と り ま く 0 イオ ォ ン の F 心 を そ を それぞれ 結ん で 得 
られ た 多面体 で 表わさ れ て いし る“?。 : 

紅 柱 石 と 圭 線 石 の 単位 格子 や の , 四隅 と 中 心 に 見 られ る 八 面 体 は Al 4 
オン を 6 個 の O イオ ン が 八 面 価 駄 に と り ま いた も の で ある 。Al イ ォ ン の 
0 イ ォ ン に 対す る 配 位 数 は 6 で ある の で , AIVI と し て 表わさ れ て いる 。 こ と 
ORRIS I VTERILE IC BER IER LT c ih Ty (MCIHIC TEL) に 伸び て いる 。 
即ち AlT-O 八 面 体 の 単 筑 (single chain) が c 四方 向 に 伸び て い る 9 
MEN olilic, Si オオ ン と Al 4a y AMIEL Cs, Si イ 
オン は 紅 柱 石 で も 斑 線 石 で も 4 個 の 0 4a> CMmPHRIC と り ま か が れ て 
So THIS SUV と し て 示さ れ て いる 。Si イ オン の 上 下 又 は 左右 の Al 4 


1) Thiele, E., Chemie d. Erde. 13, 64, 1940 (COMS(IARE, At 
28, 29, #217 に あり ) 
2) eg IO RIEERE BRAGA OL TLS (HEME 55, 218, 
Hg 24) 
3) Hey, J. S, and Taylor, W.H., Zeit. Krist. 80, 428, 1931. 
Naray-Szabo, Taylor and Jackson, Zeit. Krist. 71, 117, 1929, 
4) CHIME Pauling oA. CVA REECE Z. 
os) PERCE RRR, RUDE HICIR ALSIO, の 4 分 子 が 含ま 
いる ; 
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Indicatrix 


AY LAURIE LE EEA E CHES. AEEA CIE 5 lm O 44v 
CHAHARICe DEDN Ze, MUERIO AN 4 AY BHD”, Hpac 
は 4 (HOO 4 ay CUMAKICE Db EDN 7e, HEH 4 OD AIY 4 HY BSH 
SB Bh Clit 6 HO O 4 ay AS/\TIPRIKIC E bE WPe HLH 6 6 の AIVI 
イオ ォ オン の み が 見 られ る 。 

SEMA Cit SiIV-O 四面 体 と AIV-O WKAR vICHOOUT, fay 
AIC SL ON SRN e (double chain) 作り , と れ が < と < 微 方 向 に 伸び 
て いる 。 即ち 電線 石 で は 単 鎖 と 複 鎖 の 鎖 状 体 が c 軸 方 行 に 伸び て いる の で 
EEL Ze DAICAR SN PRICSHKIC iD BVO CHA 5, 


1) AV の 多面 体 は 図 で は 四面 体 の 様 た に 見 える が , これ は 5 MOA KE—Bic 
BAICHEDRSDCHS.- 


S 
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紅 柱 石 で は 図 か ら 明 か な 様 に , COMOMMAL SNM. MEAD 
開 が 球 線 石 と 異な る の は , 単 鎖 の 向き が 達 う と と と と れ 等 鎖 短 体 の 結合 様 
式 に 差 が ある た めで ある 。 又 紅 柱 石 や 芽 品 石 に 多 色 性 が 認め られ る の も, © 
7 DESARAKIC RASH 6. 

一 般 に 高温 で は 配 位 数 の 少 い 結晶 が 安定 で , 叉 高圧 や 下 で は 配 位 数 の 多 
VST DSRECHS, HEB EOTL, 又 圧 力 が さ が つ て る も 常に 醒 位 数 は 
減少 する ?。 最も る 高い 温度 で 次 定 な ERA SHMRKOD\ AV 4 FY 
が 見 られ , VEAIGM (stress mineral)? と 呼ば れ 高 圧下 で 安定 な 藍 品 石 
ee a, ee 

= Sri ie{ngv% ALSiO。 で 示さ れる が , 2 個 の Al イ ォ ン の 中 の 1 
REE I wen ie nen oe 
CHa 5.5 

紅 柱 石 の A イオ ォ ン と と れ を と り ま く 5 個 の 〇 イオ ォ ン と の 間 の 距離 を 
KOH SLPS 186A で あぁ る 。 同 様 に 圭 線 石 の AIV-0 イ ォ ン 間 距離 
Oe filt 1.67A で , WAGs 2.05 A で ある 。 こ と の 様 に ALO イ ォ ン 
間 距 離 が 異な る の は イオ ォ ン の 分 極 (polarization) に 基く も の と 考え られ 
THS,. O 4% &  DAPHEAS 1.32 A で 変り が な いと すろ と 紅 柱 石 の AIV 
イ ォ ン の 邊 街 は 0.54 A や と な り , ERED ADV 4 4 1 O44 0.35 A と 
な り , VEAAO AW 4 ty O44eie 0.73 A と な る 。 こ と の 変化 は イ ォ ン 
の 位 数 が 多く な る 程 イ オォ ン 邊 第 が 大 きく な る 一 般 的 変化 の 儲 向 と 一 致し 
CHS. > 

と の AIV =0.54 A, ALY 0.35 A, AlIVI =0.73 A DIRE RA FY OB 
4, Fet+=0.67 A, Fe*=0.83A と 比較 する と , と い に 興 味 あ る と と が 見 
出さ れる 。 即 ち 紅 柱 石 の AIV イオ ォ ン は Fe イオ ォ ン より や いい 小 さく, Bar 
石 の AII イ ォ オォ ン は Fe3+ イオ ォ ン と Ft メイ ォ ン の 中 間 で , REMGO ALV 
イオ ォ オン は 何れ の 鉄 イ オン より も 疾 か に 小さ い 。 

徒 つ て 紅 杜 石 の A イキ オォ ン は その 極 く 一 部 を Fes+ 4 a> Ce Mane 


BCH, MHWAS AW 4 ar ld Fe+ 4avk Fe* 44> CHM. 


され 得る で あろ る う 。 HEEMAD AVY 4 avid Fe3+ Ch Fe ch Bm 
され 難い で ある 45, RC 
量 の 存在 は か ぃ る 原因 に よ ょ る も の と 思う 


ru) DCR 5 高 概 に は スト レス は 含ま れ な い ・ 

2) Goldschmidt, V. M., Kristallchemie, 1934. 

3) MR (WREMES 55, 211, HG 24) (A bv ADRS Sh eR 
る た め に は 必要 で な いと 述べ て い A. 

4) Strunz は 0.57 A を 得 て い る (Zeit. Krist. 94, 60~73, 1936) 


ep 


> eee: 


ee 9 


_ ic Fe 4 ty BML OWL KD, Fet tev 2 Foe 4 
オン の 共存 は 理 色 を 生じ , Fe* イオ ン の み で は 殆 ん ど 色 を 付け な いと と が 
知ら れ て いる 2。 

紅 柱 石 が 紅色 を 呈す る 原因 に 就 い て は 種々 の 訟 が ある 2 示 , TV ICHEN 
た 様 に Fes+t イィ オン の 存在 に % 関 係 が ある も る の と 思う 。 CHABO ICS 
示し た 通り で ある や 。 藍 品 石 が 青色 を 旦 す る の る も, 同様 に AM 4ave#B 
換 す る Fe+ イオ ン と Fe* イオ ン の 共存 に 基く る の で ある ろう 。 

炊 に 洗 柱 石 の 単位 格子 の 中 を イオ ン が 占め て いる 容積 の 百 分 秦 を 求め る 


と 約 59% CHS, ARICA TIAA ty ABA Id 62%, WEEE, 


石 で は 70% CHS, BMBOCOEPESR BED 74% に 近似 し て 「 


いる の は , BMAOPCO イオ ン が ほ き 最 密 広幸 を し て いる と と に 基 づ 

く ( 第 四 図 参照 )。 
イオン 容積 百分率 と その 鉄 物 の 比重 届 折 率 及 び 属 折 橋 円 休 の 体積 や を 
比較 する と 第 三 表 の 様 で ある 。 本 表 と 第 五 図 か ら 分 る 様 に , LLB ITs 
円 体 の 体積 も イオ ン 容 積 百 分 牽 の 増加 に 比例 し て 大 きく な つて いる 。 
ACEC & ERA IC. 


a nh 図 


の 向き を 第 四 図 に つ 
Wo THRT SE, KL 
EAD a thi D5 [a] hE 
線 石 の b 還 方向 に 似 
THD, 又 芋 柱 石 の 
Total volume of ion im 7 b ih 5 a) AERA DO 
a Wh Ftc Wet 
Bo GEO TCHEEAD a Hh AIC HDS ICU O ATRL A © b Wi 5 tal 
DBMAICHL CRSZNECTHS, THEK* 1.643 と 1.642 で 近似 し 
TWH, RHEAD b th AIC HRD TS SIE O WAAR a Hi 5 Tad 
DRAPAICHL C RSNETCHD, と れる も 夫々 1.638 で 等 じい 。 


1) Kennard, T. G. and Howell, D. H., Am. Min. 26, 405, 1941. 

2) Doelter, C., Handbuch der Mineralchemie, II-2, 8, 1917. 
Rosenbusch-Wiilfing, Mikroskopische Physiographie, 1-2, 309, 1927. 

3) COMOHMOMUSLWEL TC, BERNA ADHZ bc WS (Berek- 

' Strieder, Zeit. Krist. 86, 212, 1933). 

4) O4FAVICRABZEL SI イオ ン や Al イオ ン は 極 く 小さ いか ら , 容積 の 大 郭 分 
は 0 イオ ォ オン で 占め られ て いる . 

5) KB. Ase 34, 1, 昭 25. 


就 い て , ALT SEHK, 


Me. 5 1 


10 a6 Oh Ke 1 3G ] 


第 = 32 (Table III) 
Rs ae SIR ha cm lem Soe ew ey Sj 
Andalusite Sillimanite ; Cyanite 
AY BRED 
Total volume of ion 59% 62% 70% 
ia, 
te EB (e) ; 
3.16 3.23 «= + 3.60 
Specific gravity 
折 横 円 体 の 体積 (v) 
ss 18.398 18.623 21.351 
Volume of indicatrix 
Ah 4a (@) 1.632 1.638 1.713 
(8) 1.638 1.642 722 
Index of refraction (4 V.643" NE 1.653 1.728 


RL AW BORAKOBACH ST SHTILREA Cit bi Bk bo % ali 
MOBBSKEW?, fee 2 eS ee 
LS, ERA CILMI TH ZS, 

EER AO CHA TAUIC Id, ickk-yeahic, AIL ARERE SiIV-Alvere 
WAL AMCHOOMTHSOT, CHHAMOA A a Hh KE b tit FE 
り る も 窒 み に 対す る 抵抗 が 知 か と 大 きい しい 。 従 つて c 軸 方 向 に 振動 する 光波 の 
屈折 府 は 最大 と な り 、<//y が 得 ら れる 。 即ち 填 線 石 の 光学 的 方 位 は cl/y, 
a//a, b//8 即ち <//Z, a//X, b/Y と な る (第 四 図 参照 ) BRAC Tht 
が 比較 的 小さ い の は , <c 征 方向 の 抵抗 が 特に 大 きく る ?, その 結果 y 特に 
大 きぐ な る た めで ある 9 即ち 邊 8 が 8-a より 大 きま さる た めで る ある 

紅 柱 石 の c 軸 方 向 に は ANI 鑑 区 体 が 伸び て いる だ け で , AIV と SiIV と は 
複 鎖 を 作 つ て いな い 。 従 つ て AM ME OBAIC 対す る 抵抗 は cH PASS 

a OF b HAM EDM, TEOT C/la と な る 。 と の 結果 紅 柱 店 の 光 » 

学 的 方 位 は o/c&, a//y, b//8, 即ち c//X, a//Z, b/Y と な る 。 光 軸 角 が 
90° に 近い の は <c 向 方 向 の 歪み に 対す る 抵抗 の 大 さと 関係 が ある 。 

Hai AD FAW fit TALL DP SBE CH SAS, 同様 に し て 結 品 構造 
か ら 廃 明 す る と と が 出来 る 。 : 

PUREE SPLIT ORS 18 SAY CDs Be CN 


1) ALVI GAD SASAKI CUS と , これ は 等 い oe , 対 角 方 向 よ oth 
CWIA4D CERETFZS. 

2) 適当 の 大 さ で は , 光山 角 は 90° HS <. 

3) Bragg, W. L., Proc. Roy. Soc. A105, 370, 1924. 


te eee Geer ee } a 


eS HOB Bic Shirk COy 1+y HOARD, 5 定量 的 に 求め て い 
る 。 併 し と の 計算 は 複 屈折 の 小さ な 鉱物 で は 難 か し い 。 弐 線 石 や 輝石 族 の 
様 に , 結晶 構造 内 に 鎖 短 体 が 発達 する 久 物 は 光学 性 が 正 で あり , REEL 
EERO ERIC, ANWR TIC RR DERET SSAA TD 
TAVLHICHEW TIRHIICHN SZ TEICL E45, 

本 鉱物 の 探 集 に 当 つ て , COMES ZOMO BSH RSNA OLS 
土 た に 対し, 又 紅 柱 石 の 化学 分 株 を 行 つ た 長谷 川 学 土 。 野外 調査 に 協力 し た 右 井 詳 郎 学 - 
LICH L CHER 5. 叉 野外 調査 中 , Mis OR RY HZ Che SSPE 
三 氏 に 対し て 感謝 の 意 を 表す る . © OPRICHL ERBO—MIZCAER BPC. 
よる も の で ある こと を 記し , こき に 文部 省 た 対し て 謝意 を 表す る . 


MESHABICBST SHABRRICHYT? 
On the intrusive sheet developed around’ Sinjo-basin. 


今田 JE (Tadashi Konda). 


目 次 
14 2 4. 岩石 学 的 考察 
2. 分 布 状態 5. 結 言 
3. 産出 状態 


1. 緒言 WR EAD) BI boc Ree ic. GS (中 新 基 中 
部 ) の 中 に 導 太 岩 床 (intrusive sheet) OFEIKSARL, HAWK PU 74 
ト ? DEMS, HO RL AA De Se a ere 
HO—AL LCHPBRENZRES( OMMRHOT HK. 

SE IN AEA HOM AMACBAICHEN, その 都度 観察 し 
WA HE L7H, 導入 岩 床 未成 す 岩 石 が 台 島 階 の 推 積 地層 中 に 地域 
的 CBRN) 分 布 と , それ に 件 う 岩 質 の 特徴 的 変化 央 示し つ ! 新 庶 礁 積 
盆地 の 周辺 に 発達 する 事 が 分 つた 。 UEMIC HATRED HEE ae MOR LADO fl 
FRE BS OKA CHS. 

2. SPABHRRE EAR OA® D1 Micmeanrchhiches. 即ち , 新 : 


AMM LRH 55 Ge li (昭和 26 年 2 月) 
1) tomcat 25 年 11 月 4 日, RSIS, BRLESOC 
ーー ある. 


2) 艇 健一 : Note on the Occurrence of zoned pigionitic Angite in the 
Dolerite from Semi, Uzen. 地質 学 雑 誌 Vol. 44. 
3) FEDORAS. 今後 更に 多く の 確認 され る 可能 隆 あ る . 
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RR ee 。 RED CIE, 
Sas BLE EL, 休場 
"山屋 , HEF ICop AG 
する 。 新庄 盆地 北 
PRE CiL, 最上 郡 
AMSEC, 秋田 
JB FH FUDAN ES, 
ORLA RB 
村 小 股 川 上 流 の 地 
域 に 分 布 す る 。 新 
FE HEP TC aD 
LES AIRE & 
ま ぬ ね 上位 の 地層 が 
比較 的 発達 する 為 , 
4 DEM DAB 
め ら れ な い 。 然し 
西 貫 部 の 延長 観 
St, PPK, 
Ail, 薬 山 , 中 間 
WHEE EC, 西村 
山 郡 西山 村 の 地域 
に 産出 する 。 
PIE BIR DH 
1 図 に 示す 様 に 或 
: る 地層 に の み 限 ら 
MCHNFT S. COMMMAE A, WH, RAIS, Ee, Bee, - 
FURIE ER OBR ELA, SHOWA, PRA, 等 に 依り 構成 され , 動物 化 
5, MMtaSe a ICAATS. UOMO FERIA, BEAR ICH 
いて » ゎ , BRETT SER, KONG IEE KL SHY ICSE 
RHES CRT S PAREMICR oC bHWTE MEM SHER AL, 局所 的 に 
BIRR? を 伴う 。 上 限 は , SHORE, MANOR Ic 
整合 的 に 被 首 され る 。 谷 此 の 層 を 従来 の 報告 に ある も の と , 比較 する と 上 
PRED, 大 塚 笛 之 助 等 り に 依る 終 色 北 放 岩層 及び 水澤 誠に 当る 。 倫 加藤 毅 


HOR wo SRE | 


1) 従来 の 院内 続 に 当る . 
2) 最上 郡 大 蔵 村 , ALLS Ain CEL. 


CO 


tS See ee +. he 
Se FS Sie 2 oe Lael > に 
<—- j — — 


ee ma Re RAG 


WE? (cK % Sie I LER PAB FEB IC 4S, GEO CBR DUEABIRE 
含む 地層 OTERO GBMICM AEN SL BAS 

3. BEMAKRE xPAK bie, 黒色 頁岩 , KORA 4 AE 1OK 
延長 20 乃至 45 KO ARIK KL, 庁 理 に 平行 て 入 つ て ゐる 。 HA 
KARO PRLEICREVERGHACO SD, LRARHEURRE, 凝 
REA ae, WAAAO HBL RT BAAS *X DS, WORICHABRKO 
産出 する 地層 は 頁岩 相 を 必ず 介在 する 所 に 限ら れ , SEARED RESEDA 
DNS, WRAL KREACHSA SMS, 熱 変 質 を 与え を 結果 と 思わ れる , 
周囲 の 岩石 に 硬化 作用 或 わ 黒色 化 作 用 が 認め ら る 。 然 し 鏡 下 で て 於 いて ゎ 克 
KENT KOT b 720. : 

PEL THER OREA BIRO Hh =) b, HICK SAA RMOMMICH MT 
いる 。 FEOTHOBMCH NRA E RE 7 BABE RRB BT, 
RIDOR ARO AAS, 此 等 鉱床 形成 の 時 期 と 相 前 後 す る も の と 考 
を られ る 。 上 且 総 括 的 に 観れ ば , Bt BG BMIcCKROS KWEMO—-BEL 
て , 上 且 広 範囲 な 振り を 持つ て 一 連 的 に 痢 入 し た る の で ある う 。 

4. BASSE 導入 岩 床 を 成す 各 岩 石 は 総 て 鏡 下 に 於 いて も, 肉眼 的 
ICAPEKABEL ART. ABELABROME ICH SAAS, SLC AA CH 
Miatr > SRBEX AT, BEAM 4 ROMA CHEMIE 0.1 
乃至 0.8 FEADAHECH SZ, 然し 岩 体 の 周辺 に 於 いひ て, +t Fv THBEO 
間 了 喉 に 友 填 的 に 去 起 岩 質 の 岩 質 及び 斑 璃 質 の 部 分 が 認め られ る 。 

炊 に 樺 成 鉱 物 を 総括 的 に 観る と , BEA MEL CRRA, FRB AS 
位置 し , FUSE L CARE, MS, EF aL MRSS, —K 
WSL UCR, ~== 7, RES, DHA, 方 沸 石 , 磁 鉄 鉱 (? ) 
が ある 。 谷 西山 村 地 域 に は 石英 が 充 壌 的 に 発達 し て いる 。 此 の 様 な 構造 と 
BEKID % LODGES ( MHA RT ERR 6NS, 然し 此 の 
SEA FAIRE ARG PB IC RENICH SL. 構成 鉄 物 の 種類 及び 量 的 関係 , 質 
的 関係 , 或 は 構造 上 ょ り 特 質 的 相 汗 が 明瞭 に 認め られ る 。 

此 の 特質 的 相 赴 を 久 成 鉄 物 の 質 的 関係 より 只 味 する 為 各 痢 入 岩 床 に 共通 的 
ICSEnZAEA, PALES, SANE SIC TS OEE Use 
L, PRAHA OLEBIRE KD. CORDA 2 図 で ある 。 


1) ERE, ARCH, FER, SHES, BAR: 
APE WARE OIAZE (FB 2 報 ) Uns 49 A. 
2) pnp ee -— RINSHO SNSE. 
| (35:1), SUE 33. 5, 6 BB. 
3) 山形 懸 西 村山 郡 西山 村 高 旭 鉱 山 , ADStIC CBR SNS. 
(上 SP 4OLGT RIC SORES L, 鈴 床 形成 の 時 期 は 合 島 階 と され て いる , 


14 aA mh RRS 
ee Se 
 Fig.2. #EARB. HARA 
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$ fi 
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2 awe 
地 : Ht 
g J FR 域 I 
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aS Dy ROS tte) 
<I GE Se 
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AO sa, SO gs SAECO 
Plagioclase (An % ) 


BBWS An 78 乃至 An 46 迄 変化 する 。 MARGEic 
Bw 2V(+)= 48° £ > 2V=0° BETS, BS SSA Le ee 
FIT SPINS 5 HERAT ISI LO BICILD SAS, MHRA PSB AH 
RAH SABI PER NI, PRLIEB TNA AL LCHAOBEA ER 
ASALRICHR WC MICHEAL, —f TIC HE (group) を 成す 傾向 
SiO IVS. ALAVAANVIC AR TBE AAR SHUR AIC BBE Be, RD 
BULL, 山屋 , 休場 , RMP IC PERMIT SREASIRDS—PEC HD, 総 て ド 
レラ イト の 均等 な 府 質 を 示す 。 谷 此 の 外 に 小 股 川 地 域 , 西山 地域 の 二天 が 
存在 する 。 以 上 の 如く 、 新 褒 盆地 周辺 で は 主 と し て 三 群 が 認め らち られ, その 
各々 は 対照 的 な 音質 の 相違 を 示し て いる 。 次 に その 相 眉 を 岩石 学 的 な 面 か 
ARCH CHES E45, 

OAUTH 5 — SEAS HARE & SEAN ET CRHRERC EEET RAR. 構成 鉱物 と 
L CHIC HABER & Ba, ASEAN PURSES & LC MERRGO LIC URAL 
BEA % LEH FIC BIC SAT ZS, 

西山 地域 | — ICRU AIL VEN & ETE L Cm x GLORY BG 
TS. AKG RE LCRA Ch. eee RRR S 
Ain, fap & WNIT READS L < S ¢ , BHEANBHEB IA An 78 前 後 の 
SHABTEM RT, AL PURHIIC ASAT SARIS HERE ¢ RS, 

小 股 川 地 域 ; 一 SHOTS & AL, BBE (1 HE 2V(+) 


pee Se eet “= 
a a eo 1S 


=48°) を 多量 に 含み , MRA RAICELY, SNM RR ACTF RG 
質 (2V(+)=34°) RE RRHEG & DKS. BEIRBPAILIK CY DOUG IEHE 
を 受け て いる 。 ; 

以上 で 三 和 群 で ある が , ILO MATE CRAIAABLATED!) IC = BeO HL NORE 
入 岩 麻 が 発達 する 。 岩 質 は 瀬 見 地域 と 小 股 川 地 域 の 中 間 的 性 質 を 持つ ので 
一 応 地域 妖 よ り 除 いた 。 : 

5. fe 言 今 迄 述べ た を 人 涼 入 岩 床 は 。 総 て 火山 岩 岩 此 系 の も の と 思わ れ 
る 。 そ し て 最も る 原 岩 此 に 近 と の は , 瀬 見 地域 の ドレ ライ ト で , CORRE 
符 が 地殻 の 比較 的 洪 処 に 存在 し , 割合 簡単 な 地質 條 件 に 敏感 に 支配 され ; 
岩 此 分 化 を 生ずる の で あろ る うか 。 上 且 地 質 條 件 の 一 つの 上 幅 体 的 現象 型 を 堆積 
PHL BL SL, 堆積 陣 境 の 結果 的 な 疾 を 地層 と し て 准 鶴 され ょ う 。 


移る も 角 新 庄 堆 積 盆地 の 周辺 で , 所 調合 島 階 の 一 時 期 に , 一 連 の 野外 関係 り 


CHEAL ERR ONS BEES, 王 に 地域 的 に 特質 的 な 岩 質 を 持つ 群 を 
形成 し て いる 。 然 る その 地域 性 が , 地層 と 密接 な 関 般 性 を 持つ も ゃ の の 様 で 


ある 。 最 後に 談 に 引用 する 区 橋 三男 2 の 言葉 を か り る と , 上 の 問題 も 今後 " 


BIC BET ANGE DA 5, 
地層 が 推 積 する 場合 ZNICMBERETERO-—OLLT, MROR 
部 條 件 が 考 を られ る こと の 推 積 に 相 前 後 し て 出現 する 火 成 内 に は その 地殻 の 
"深部 條 件 と 何等 か の 関 務 あ る 形 が 掴 わ れ て いる で ある ろう 3。 
BR Sl 研究 中 多大 な 築 便 宮 御 指導 を 載 い た : 
pew, KARE, BUBR, ABH, PPR Me, 井上 武 , 加納 田 の 諸 氏 に 深謝 す 
B. PLORAOBAO 一 部 は 交 部 省 科 学研 究 綿 ( 昭 25 年 度 ) の 一 郭 で ある ・ と ょ に 
Ba LCHRERT S. y (Wize serec tea ce) 


~ 


ARIAL POZA RUE BRA (3) 


Studies on garnet and augite placer deposits at Wa-are, 
South Sakhalin (3) 


高  #i — (J. Takahashi) 
北原 順 — (J. Kitahara) 
i eae RM: gh oe] 
PRBHORBRULLE HATERS) OMMDHTCHCS D, mL 
て いる も の が 多い . COC LIMBA L 0 HPRAITORBY TEE BRT 


1) 此 の 点 は 今後 , YE A BENE 2 OAM R L 7st 7s bis 
2) FHBH 5: NE, SAO MIA, 新生 代 の 研究 Ht. 


| 


/ 
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る も の で ある . 0.5 HBO OEM ORE CHOOT, HE 
2G /t m (110) 最 る 発達 し , b(010) AAcCKF, a (100) は 狭い : 端面 は 
s(111) が 特に 大 きい . MAMMOWsEMA a>b>m の 順 で ある . 
普通 交 石 粒 は 終 色 の も の 及び 黒色 の る の と が ある が , HOD SIC ARE 
邊 透明 な 部 分 と 黒色 光沢 ある 部 分 と か ら 成 つて に る も の も ある . COPE 
の 色 合 を 示す る の は な い . £401 Oe BA CHEE IC CHL, 4°C ie 
換算 し た 値 は G4=3.343, 黒色 種 は G4=3.357 CHS, PA DSREL 
呈す る の は 後記 の 化学 分 析 に 示す 通り FEO に よる も の で あり , BACH 
る の は Fe20。 の 含有 量 が 多 に と と に よる も の と 見 られ る 。 (SAAB) 
。 普 過 煙 石 の 光 旦 的 性 質 普通 将 石 の (110) LOMB e BIC CMe 
の 結果 , 終 色 種 は n, =1.690, n,=1.712 で あり , 購 色 種 は ni =1.699, ng= 
1.723 CHS, KA OIC HAH ERE? Chore BR 2V(+)= 
59.5°, BARD Z Mik 2V(+)=57~58° で あぁ る 。 終 色 及 び 黒 色 の 部 分 を 同 
一 粒 に 有する 普通 輝 石 を 鏡 下 に 検 す る に , NACA DSR MID INRICFEL, 
その 境 は 明和 挫 で ある 。 終 色 種 は 無名 で あり , 黒色 種 は ZZ' 微 黄色 , X' BE 
色 で , 多 色 性 は 認め られ な い 。 黒 色 種 が 微 黄色 を 時 する 理由 は , 後記 分 析 - 
RICANS IHD, FeO; を 4.18% も 含有 し て いる た めで ある ろう 。 第 四 図 に 
& @ Bf 示す 普通 輝石 は (100) を 接合 面 と 
(black) TS2MMEETLCOCSOT, — 
vobae denn = EKO CWMETR EDS, Ree 
FED IN ric SAC REASAET SB BRC HL 
られ る も の で ある 。 (110) HicK | 
ける 終 色 種 の 消 光 角 は cAZ' =40°, ~ 
=f (green) 黒色 種 の それ は cA 人 =44~44,5° 


X‘=Coloriess | 
2’=cosorjess CH る ° 以上 の 測定 か ら ’ Iapras 


x BOW SEAS ERR EAA © FB BIC 
simple twinning on (100) WAT SAS, 光 軸 角 は 減少 する と 


CRETE O MRICS OHI) と 示 和 制 る 
JUNE > FEO HSB ERG IC % KES, 慢 色 の 二 種 が あり , 比企 忠 , HEART 
ユ 郎 , 石 井 八 万 次郎 , 大 橋 2, AB, 三宅 が, 及び 柴田 5 各氏 等 に より 研究 さ 


リリ 邊 在 環 転 合 の 便 用 法 を 筆者 の 一 人 (J. K) ARIMA BH. と に 
謝意 を 表す る . 


) AiGR—: WHE, 42, 201, 7g 15. 

3) 久野 A: 地質 ) 45, 879.880, 118 
) SSeRRe: 鉱物 と 地質 ) 8, 77~80, 723 
) FRASER: Re. 
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MCR eo MMIC Fo SBME OANIPELEAA SPIE? Ick DIC 
Meo 久野 氏 や IC EMIT MD FA ESS & BE eB 
て いる と 云う 。 終 人 色 , APRA AICR CC, PES ROM, 山梨 
PLEO に も 産 す る 。 佐 野 産 の も の ト 現 出 其 態 の 調査 HE (LPR ABI IC 
x DO REMMIC TT DIF. 

Pimis A OES RK Rn Te CALHTIVEICILL BCD 2. 
PRED BLE WRC QUIRES EEF CERI L Feb DE 分 析 試 料 に 供し た を たから, 
ICH BOVE TET LORRROKELTR EVO CHS, 化学 分 
析 の 結果 及び そ は か ら 得 られ た を 分子 比 , 原 子 比 は 第 六 表 に 示す 通り で ある 。 


oe NA R 


| wt % | Mol.prop | Atom. ratios Atom eens 

re 
Sio, | 51.63 860 ‘Si 860 187.4 | 1200.0 
Al,0; | 4.08 40 Al 80 a ber 
Fe,O, | (1.25 8 | Fe” 16 - | 335 
Cr,0; n.d — Gr — ~~ > 
FeO 5.01 69 Fe” 69 15.0 : 113.6 3 a es 
MnO 0.20 3 | Mn 3 0.7 . 
MgO | 16.29 407 Mg 407 88.7 
TiO, -| 0.34 4 ae 4 0.9 Pete 
CaO | 20,85 372 Ca 372 81.1 3 
Na,O 0.12 2 Na 4 0.9 82.2 
K,O 0.04 0.4 K 1 0.2 
H,0- 0.03 A pot 6) 2753 600.0 

| Total 99.84 

FEE IDE Aap ar te it ERICA TID CHS, 


PRI AO(LSX Warren 及び Biscoe は ! ALBION HED: 5, 
MBE DILYS Km Yo-m (Si, Al), (O,OF,F), で 表わし た とい 
XK =(Ca, Na, K), Y=(Mg,-Fe, Al, Ti, Li), m=O~1, Si © W/4 daik Al 
(CL DREN 5S. MTA D LOMA ABROG CRICMT LIC iB 
の Si は Al にょ り 置換 され 上 式 に よく 一 致し , MMO - 
(Cag.sii Nag.c09 Ko.n02)o-822 (Mgo:ss7 Fe’o.459 Fe’o-085 Alo-oss Mn. 007 Tip-009) 


1 久野 A: 前 掲 1 

2);3) 昭和 25 年 日 本 地質 学会 及び 日 AE EUR AUK ANC CBAC 
な る 点 を (J. K) cmSn, MERIC ES. 

4) Rh, WAAR, EER: ABER, 9, 406~423; 昭 3. 

5) Warren. B: E and Biscoe. J.: Zeit. Krist., 80, 391~401, 1931. 


= 


18 oe 7G WE Un ORK Bt @ 
Be dt oe 
Wt % | Mol. prop Atom. ratios | t0™. SAO Wh 
SiOz | 49:93 | )..820/ ES SSNS 
Al,O; | 3.54 35 | Al 70 Rigas 
Fe,0; | 4.18 26 Fe 5% RIG 
Cr,0; | 0.00 a Cr — eS 
FeQ 7.86 109 Fe 109 24.3 129K 
MnO | 0.51 7 | Mn TEN RE 
MgO | 14.79 370 Mg 370 82.7 as 
TiO, 0.34 4 Ti 4 0.9 | 
CaO | 19.27 344 Ca 344 76.8 | 
Na,O | 0.38 6 Na 12 27 79.9? 
K,O 0.09 1 K 2 0.4 
NOS 104.0307 4 3:0) 2686 600.0 
Total 100.76 | 


1-136 C(Siy-874 Alo-126'2-090 O00] 
tio, RAMOK It 
(Ao-748 Nao-ne7 Ko.004'0.799 (Mgo.827 Fe’o.043, Fe’’9.316 Alo-oos Muo.org Tip. 009) 
19219 C(Siz-850 Alo-148) 2-000 Os.0n01 
CSTR OLS 

Machatschki | MABE ® —ihestt L-C XY(Si,Al)。 (O,OH,F), な る 
式 を 提示 し た を 。 TIC X=Ca, Na, (K), (Mn), (Mg), Y=Mg, Fe, Mn, Al, 
(Zn), (Ti) CHS, と の 式 は 三 価 の 酸化 物 , 特に ALO; を 含む と と の 少 
い , チタ シン 交 石 に は よく 当て は ま ら な い 。 Barth? は チタ ン 載 石 の 構造 に 
於 て は Alc lai Tl & SLE BMMBMLBSEOLL, 又 Dixon RW 
Kennedy® 4% ¥ » PRA O(E tie XY (Si, Al, Ti), (O, OH, F), で 示 
され ね ば な ら な いと 論じ た を 。Deer 及び Wager® jt Ti LRSM 
AIC $3 Tk (XY)。 (Si, Al)。 Oo) な る 化学 式 で 示す の が 合理 的 で ある と 
し た 。 和 輸液 産 産 普通 輝石 は Ti 含量 少く , Ree ARIS 

(Mg, Fe” Fe’”, Ca, Mn, Na, K, Ti, Al)io6 SAD Og) 2% b, 


(Mg, Fe”, Fe”, Ca, Mn, Na, K, Ti, Al)s.o. C(Si, Al), O.3 & % 0, Deer 


1) Machatchki. F.: Zeit. Krist., 71, 229, 1929 

2) Barth, F. W.: Neus. Jahrb. Min., Bd. 64, 217—224, 1931. 

3) Dixon. B. E and Kennedy. W. Q.: Zeit. Krist., 86, 112—120, 1933. 
4) Deer. W. A and Wager. L. R.: Min. Mag., 25, 16, 1938." 
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M1 9OS103® © 3 DB 
H.H. Hess た よ ょ る Wo-En-Fs (mol%) =fAZM 
ASHE (RR, US) ( 念 木簡 ) CATA) 
. 聖山 (ieee, 河野 ) (渡邊 新 , 待 場 , KR TOME) (和信 木 貞 ) 
. 7 ts RE, BAR) (渡邊 新 ) 
. 米山 [ (久野 , 佐渡 , FAP SS) 
逢 田 木 eye, 田中) (片山 ) 
. PETE (KE) 
- RSW (原口 ) ; 
. RS (i, WA, 上 田 ) (EAR) 
. BIE (佐藤 , 栗山 ) 
10. 3k ( 杉 ) (HbaR) 
11. ¥ 4 ihre (根本 ) 
12. 梶 島 (寺村 ) 
13. 唐津 高島 (Bu) (Abe 
14. eA (3, 田中 ) ‘ 
15. ele (A, 岩崎 ) 
=b. par te (BH, 久野 , 三宅 ) 6. RA PEAR &: RAD: 
5 SG B. tee (高橋 , Ab) G: fata, B : Bah 
矢印 : 結晶 作用 の 進行 方 向 
9 へ ~15. 北原 が 革 算 し 投影 1946 sere bs 
 (\G WR, SHE ALS 


1) 富田 Hs HH, 44, 947~980, 昭 12. 
2) 河野 義 礼 : AGE, 22, 71, 昭 14. 
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_20 4G wR @ 
OX に 下す る 。 ; 

Wo-En- Fs & Wie Gee Wollastonite ( Wo= CaSiO;), enstatite 
(En= MeSiO.), ee ferrosilite (Fs=FeSiO;) DHm Lbs : で 示す 三角 形 
図 に 投影 し て みる と , 化学 成分 関係 は 明 に な る 。 中 央 部 の 線 は diopside 
(Di= Ca’Mg Si, Os) —hedenbergite (Hd=Ca Fe Si, Os) #e CH So Shi 
. JRO At Wo49.23, En 38.47, Fs 12.30 (Wt% ) で あり , AB ARE 
"は Wo 45.41, En 34.86, Fs 19.73 で ある 。 価 れる も Di-HHd 線 よ り 下 部 に 
落ち る 。 従 て 富田 氏 P 廃 が 正しい も の と すれ ば 母 岸 は カル クア ルカ リ 岩 で 
な けれ ば な ら な い 。 と の 線 よ り 下 部 に 落 も る も の は 総 べ て X=(Ca, Na, 
K) <1 cHb, Y=(Mg, Fe,” Fe,” Mn) >1 と な る べき を で ある 。 WHR” 


る 本邦 産 蘭 通史 石 を Wo-En-Fs 三角 図 に 投影 し て みて, 普通 近 石 の 化学 
式 は Machatschki の XY C(Si, Al), 05〕 より 寧ろ Warren の 如く Xm 


Y2-m ((Si, Al), O05〕 で 表わす 方 が 適当 で ある と し て いる 。 
ae LOROP THEY EO LOE Hess» に よ ょ る Wo-En-Fs (mo 
%) 三角 形 図 に 投影 し て みる と 第 五 図 に 示す よう に , BRED Y DISK 
ae taki t & endiopside CH SAS, tiiHEPED & Dit Hea Ait endio- 
pside CH), Mahi augite cH oT endiopside か ら augite ICH 

HIVE FAYE te 

YA IC BW Tt eM HO EOF TiO, に 富ん で くる も の と され 
て いる が , tT D VOLT ¥ -HRG Ci ¢, TiO, oft, FeO; 
+Al,0; の 量 は 後期 の 悪 色 種 に 増加 し , ア ルカ ヵ カリ の 増減 は 余り な い 。FeO, 
MnO の 量 は 後 彰 の も の に 富ん で 来 , CaO, MgO OF aKa bE 
種 に 減少 する 。Barth? に よれ ば 玄武 岸 に お いて は 最初 Di-Hd 列 に 近い 
煙 石 が 品 出し , 結 品 作用 が 進 婦 に つれ ピ ジ オ ン 煙 石 質 に な る と 云 う 5。 即 も 
Wo 分 少く な り , En-Fs 列 の も の に 近づい て 行く と と ! て な る Di Ys 
ら Hd の 多い 種類 に 進行 する 。 Hess ic LHS OP ERIC 
る 灯 石 の 結 品 作用 は 普通 交 石 か ら ど ジオ シ 畑 石 に 進ま ず , マセ ジオ UIE 
BIE LPO MIRTH BLL COS, Hess afte, PE RYRO IW 
AME At & < DEST, Be colina, CE SZLUN CHS, Hess 
CLS PRA O ih VE OME S SBM it Barth の 訟 と は 逆 に な る ゎ 
け で ある 。 i agers age 進ん で な る 。 従っ て, 成分 
論 化 の 方 向 は 逆 で ある と 云わ お れ て いる が , Hess の 訟 に よれ ば 鶴 ろ 正常 な 


) 三宅 将 海 : 前 質 Sg Sree eke 

y Hess, H) H.: Am. Min., 26) 5150535: 1941.-- 

) Barth, F. W.: Am. Min, 16, 195~208, 1931. G 
eSS Op tC es 


hm ON = 


ff 完 、. 報 。 次 21 


方 向 を 示す も の で ある 。 AM, 佐渡 醒 氏 の 研究 に か ょ る 伊豆 和田 木 並 に 
越後 米山 産 の 普通 輝 石 の 光学 恒 数 か ら 推 す と , 中 心 部 か ら 外 部 に 向 つ て 逮 


PEG HICIOCV 正常 の 結 品 作用 の 方 向 は 物理 化学 の 実験 に より 確 め 
られ ね ば な ら な い 。 輪 区 産 の 終 色 種 は Wo 43.71 En 47.83, Fs 8.46 (mo _ 


1%), 架 色 種 は Wo 41.44, En 44.58, Fs 13.98 で な つて , 現在 の と と る ろ 
正規 の 方 向 に 結 品 作用 が 行わ れ た も の に 属す る が , Hess の 考 を 方 か ら す 
WIEEZMOBWICENRLO CHS, Hess OMKICHRCIEROME > 
TRIED SM, 比較 の た を め HAE? の も の を 投影 し て みた 。 火山 岩 中 に 品 出 すず 
る る も の と は 別に 山田 氏 ” の 研究 に か ぃ る 竹 厩 地方 の 変成 岩 中 の も の な FeO 
が 多く Salite に 属す る も ゃ も の で ある こと と を 発表 され た 。 


Walker® |t Hess の 図表 に 対 し . 下部 に 広く 実に た と とろ る が あ る の は = 
RRA CH SL ABL CHS. WeEXT (dolerite) POS << OMA 


と の CHEM { 
ZEW Fe CB され ne ae Cae 

る の で ある 2。 Pigeonite - - 

oe 
と し て 指定 され て ある 所 Ff xe se a oe 
; tional 
は 可 な り 広 げ ら れ ね ば な ER Wt % | Wt.% 
bEWEMNTHOS, KR | : 
Pe paige alinit NaFeSi,Og 0.92 2.71 
RR ne ©. CaMgSiz0% 80.66 | 72.79 
分 野 は 一 縮 に すれ ば 簡単 | CaFeSi,O, a 
cho, COA m- CaMnSi,O, cs ‘2 
agaugite と 呼 ん だ 方 が MgSiO; 3.51 2.55 
よい と 批評 し て いる 。 久 FeSiO; 9.14 14.10 
野 氏 の 研究 に 係る pigeo MnSiO; 0.39 0.90 
nite? の 投影 点 か ら 見 て Fe20; 0.96 3.14 
る walker の 見 方 は 正 し Al,O; 4.10 3.50 
いも の で ある 。 TiO, 0.32 0.31 
構成 分 子 化学 成分 。 a excess or deficency 
D REKA LO 2 7 EERE LE SiO, for metasilicate 0.06(+ 


分 子 を 算出 する に , REE 


1) 久野 和久, 佐渡 道 隆 : HH, 40, 336~337, 昭 8. 

2) 琴 井 誠太郎 , 久野 A: 火山 , 1, 20~37, 昭 7. 河野 義 礼 : 地学 , 54, 251 
~254, 昭 17. Z. Harada: Jour. Scie, Hokkaido uni, Geol. Min, 7, 
164~165, Hg 23. 

3) 山田 久夫 : BARES HAAR RLS PIKES, HB 25. 

4) Walker. F: Am. Jour. Sci, 241, 517~520, 1943. 


5) 久野 A: HH, 47, 349, 昭 15. 
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AGGRO Washington DARERDZ,, Larsen 及び Irvig) wel RE 

Fie CHER FE AML CSRS, こ \ い に Al,Os, Fe.03; KU TiO, ie 
BEL TAKS SLOL EHR, 酸化 物 の まい 混 溶 する も の と し て 取扱 つ 
て いる 。 杜 成分 子 を 算 麗 する と 第 八 妻 に 示す 通り に な る 。 
第 八 表 に 示す ょ うに 狗 輝石 分 子 を 多量 に 含み , HAT Tit > BET SBS, 
ヘ へ デン 交 石 分 子 は 存 し 得 な ぃ 。 但 し 計算 方 法 に ょ つて は へ デン シ 協 石 分 子 も 
求め られ る が , CaO & SHV AO MAL L, FeO & EERO IRTEL 
て 計算 し た 。 同 表 に 於 て Larsen O45 clinohypersthene 分 子 は 終 色 種 
ic 13.04%, akhic 17.55% Sen3, Larsen Ru rvie RE 
ば , MIRE hORMP BEG [2 clinohypersthene 分 子 を 多く 有 し , HHVABE 
の 低 で も の に は 少 い と 記し て いる 。 —H, Barth® は 10% 以下 の clinohy 
persthene FAVA HOBMAICHML CHS, WS, 前 記し た 様 に 
Barth に ょ れ ば 初期 に 品 出 し た も の は 透 輝 石 質 に 富む か ら clinohypersth- 
ene 分 子 は 相対 的 に 後期 品 出 の も の ょ り 少 な に と と こと に な り , Larsen FO 
褒 に 一 致し な い 。 «PEPE OPV AEREER AD clinchypersthene 分 子 の . 
量 的 関係 は Barth の 訟 の 如く で あつ て , Larsen 等 の 論述 に 反する も ゃ の 
TCHS, 

EBA R YS tA LHe Pichi s (bUET SDS, FRSA 
FIC RUSS L eH ICC, MICHH AN SOATHAS, KRU AKCE 
FSVOeRMMST TEAR, SROKILARO 5D MBREO—DO 
PRC SCM 75. AR EL & GD FEDS, BASE PICRL C, PPE OEFER wed 
SCEMMRE DOE, (ACARI BIO TC SGD (J. K) eae 
石 と 誤認 し て いた ) 。 REABEAN LIK LILBGR CD D, アル ベイ ト 式 
双 品 を 示す も の が 多い 。 ペ リク リン 双 上 品 を 呈す る も の と し て 断定 出来 る な 
の は な い 。 RHRPAREE MIL CAT もの も な い 。 大 な る も の は 長 裸 1 K,. 
RAK 0.25 FEE CH SAS, FIV 0.3~0.4 #, 短 簡 0.08 HO BETA. 
CHS. アル ベイ ト 双 品 を 示す も の の (010) CHARM MORAW BIAS. 
角 ? は 37 度 で ある た め , 化学 成分 は Abs, Angsx~Abg Ang, OMSBRIC HS 
CEeICE YD, MRKRAICIVERE A RRR CHS, 長石 は 汚染 し 
TRA RIC RDA VY AICKOCHO SR, BH Heo z nick 
し , RVTHNCHRW, PHP BAORAMACAIBE LTH 0.5 FERRE 
で ある が , 0.08~0:12 FEO BHEMMND S0L 53, WA EME EARE 
EATS, MBO LOO 5 HICH EPA D RASH 6 PE 


1) Larsen, E. S and Irvig, J: Am: Min., 21, 694~700, 1936. 
2) Larsen, E. S and Irvig, J: op. cit. 
3) ~ Barth, F. W. : op. cit. 
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$$$ SSsSssssssssssssssSsSSSS = 
ある も の が あり , 十字 = コル 下 で 消 光 位 を 異 に し 境 は 恨 際 で ある 。 WHE 


有 に は 終 泥 石 様 叉 方 解 夏 様 に 一 部 分 変っ つて いる も の も ある が , 0.5 FERRE 
D&ONHIC, PE RIAL EDRER AA CEM AN COS YORDS 


Bo CORO SAIL AERO Dh Ee IED COS, PORE O IE NY RE 


CRE IATL THe, ALCAN UREA, RORVSR EOFS ー 
BA, MAUR ROBO bb Bg aU inhi PCH es Sle 
WPT CH 

稿 を 終る に 当り , FOREX AURORE, TCOLH RELEASE, 
元 嘱 託 西 川 覚 氏 に 対し 調 意 を 表す る 。 (J. K) (LD TARDE IC A st eer 
BIR EMO, TN ICIA CBE TN Re, 

追記 ED HICH ROADS BIC HEt SRAM, 日 本 は 勿 
pea AIOE SHS CH SEOE MB, MME 
普通 輝石 は 起源 を 異 に する も の と 見 られ る も の で あつ て , 市 も 普通 漂 在 

8 (ERR EGET Ds 6 (GER IC HEAVEN DSERT L POSEY RED BPE 
BET SOCHS, COPMBXOKEABY BINED MG 
ee ee ee 


aor と の 方 面 の 問題 に 関心 を 払 つ て いる 方 に 参考 に な れ ば と 思 つ て , BER 


SESE SAO SELLE. (hChemn Pea Oe 
昭和 25 年 東京 大 学 に 開催 され を た 日 本 地質 学会 並 に 日 本 岩石 確 物 紙 康 学会 
学術 大 会 直前 に 行 つ た も の で ある 。) 

(J. K) は 現地 で 新鮮 な 安山岩 HOLE 探 集 し て 来 な か つた きめ 安山岩 の 化 
学 的 研究 及び 詳細 に わた る 題 徴 鏡 的 観 休 を 行う こと の 出来 な か うた こと と を 
RE LOWS, 


BOLL IIOP 


ewe: } 

HEEERIS Ht SERIE OE, Brian Mason, 

PRE RORICE BD Tea MES EL AICS CHECHOT, これ ら 反 座 に 率 け 
る 等 個 量 に 対す る エネ ルギー の 変化 は その 酸化 電位 (oxidation potential) に よっ で て 定量 
的 た 表わさ れる 。 水溶 液 中 に 起 る 多く の 無 弱 反 座 に 対す る 酸化 電位 は 知ら れ て 居り , これ 
fe FAY CHER JE CURT OC EM HR So HORSE OME 
TREO b ims BEC TT TARBIC FOCAL LALOR RRO 酸化 電位 が その BRBTIC HAI DOK 
MIO Loni AL, HRA OBZMOTROMK, 移動 , VUICIA< Be HAS, TS 
酸化 電位 の 差 と たよ つ て 鉄 , コ ベ バルト, = 97 NBORRTROPMAADNSC & RIN 
更に 高度 の 酸化 歌 は 層 元 状態 の 下 で 生成 され た 銃床 に 稀 元 素 が 左 々 集中 富 化 する こと と よら 
地球 化 生 に 於 ける 酸化 電位 の 重要 な 意義 を 逃 べ てい る 。 (Jour: Geol. Vol, 57, No, 1, 
p. 62—72, 1949) CR 用 
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Petrological and Geological Studies in the vicinity 
of the Okuti Mine, Kagoshima Pref. | 
| RAPS SS C TAD SOMBER LCS BIA AHS 


SRAICHA CHIR (ERE REINO Ka £ Bl Cre Ae 
ZAI (1950.9) CRS CHAR LKLDOYEMLE LD CHS. 


由 本 #i¢ (Takashi. Yamamoto.) 


I. 緒 =| 
BCR CSTE RAR SAU, Tit SAGO TE KU Abas ee es 
し 倫 現 在 も 続行 中 で ある が , 本 地方 の 地質 調査 は ), CHECHALTHDN 
て いな い の で 拠る べき 文献 も る なく, ZO LMRGE, 地形 錯 雑 し て 調査 上 
ARE 7S HD —ICIRTS. KRAGWORRKAASOMESERARIR CM 
Fy ea PC EAT S FCA CHMORMY SC AIGIRE D O-GIRE 
COOPREGIN, 金 の 平均 品位 も 極め て 高く 可 成 優秀 な 鉱山 で あり , GEO 
て 鉱床 学 的 調査 は , これ まで 数 人 の 人 々 P29 にょ つて 相当 な され て いる の 
CHARA EO GE RICE OD, TN CIR HEE RE THEE 3 
Il. 地 形 

大 唱 鉱 山 は , 鹿 見 島 懸 伊佐 郡 大 唱 町 の 北方 約 FF, SCR LUE OR 
4#f, 大 品 町 学 和牛 尾 に 在り , 鉄山 の 東部 より 北部 に わ ゎ わたり, 間 根 ヶ 平 
(893.1 m), 宮 ノ 尾 山 (877.1 m), 998.3 m jl], SO ees Ly RASH -C 
TAKS EVE D, 行政 上 は 熊本 , 鹿児島 雨 落 の 懸 境 を な し て いる 。 こ と の 主 山 
MOAR ICM L CHAO AN ICBRORIMEAL, KAW RESET RE 
ONAICKOEMICRAT So MNS ACH ELPHICHAPL, K 
ABHICR CH 月 川 に 合流 し て 南 流 し , 更に 大 唱和 盆地 の 南端 に 於 で て, JNA 
川 に 合流 し 西 流 する 。 大 中 盆 地 は 東西 約 4 料 南 北約 10 粧 の 南北 に 細長 き 
沖積 下野 に し て 海抜 約 187 m OF AL, 盆地 の 四 周 に は 火山 座 丘 より 
is SHLD SLI BH ( 比 高 30~45m) を 形成 し て いる 。 KAS ik 
AAEHO RA ICHS C, TRASAEHMICRAS SICH 0, 鉱山 附近 は 人 入 
RUPE DSA CHE FUR AFO eH E EL TS HEAP IRHE I, BRACE, 


15 5 Bt WR SS @ EHS 55 4B HS 1 ot CHR AM 26 年 2 A) 
1) FARE: 大 日 産 金鉱 石 共 生 関係 , 西日本 地質 学会 例会 講演 1950. 9 

2) SPEIER: 大 口 鉱山 地質 鉱床 調査 報告 書 1948,. 

3)。、 非 上 貴之 助 : HVE, Vol. IV-52 p.p. 458~462 Vol, V-52 p.p. 159~162:- 
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Wl 7 EPP OGUNCRI SEINE IRL ( ROKRMCHS, 


Ill. 地 質 
熊本 , 鹿 見 島 及 宮崎 三 犬 の 砂 境 附近 に は , HRitheR ABATE D, 


西 は 鹿 見 島 懸 長島 , 北 は 熊本 駿 佐 表 町 南方 より , AeA ESE ES RH AKT RK 


FIC RH PHILS 80km, 南北 25km の 広大 な 地域 に , HL LCE 
山 岩 類 よ りな る 第 三 紀 火 妊 が 発達 し , WICK, 布 計 等 の 金銀 鉱床 を 包 蘭 
し て いる 。 此 等 の 火山 妊 は , FI, 串木野 等 の 金銀 鉱床 を 包 有 する 串木野 
附近 の 古 期 火山 棒 及 び 山 ヶ 野 、 王 ? 山 等 の 金銀 鉱床 を 有する , 山野 附近 
THM BES & FE IC PARE Fic k b Paleo-Ryikyi? 系 と し て 一 括 さ 
れ て いる も の で ある が , LMEOAM KU AAHAOS RAO KA L BRE 


、 な 関係 を 有 に て いる も の で ある 。. MSHS FORRAIE IAA (TBD 


山 岩 中 に 用 脱し , SHR BCiRL CZ eM, 

Mt, 大 中 鉄山 附近 の 地 臣 は 了 主として , PRUE, 石英 粗 面 岩 類 , 
PRAFAROWAE £ OKA. 千本 地方 に 於 て は , YRBCARULS CZ % 
ず , 徒 つて 火山 岩 叶 上 出 の 精 し 地質 時 代 を 決定 する 帯 は 今 の 所 出来 な い が , 
HEAR A BIBIEICH CHIC PEM ERTENEOBRMAWBICE DRBAn 
CHOSE, RAMEE ICA ZO RIERBL OBTRICE D, 現在 の と 
CHG CPST EAL HEE ANS, BULA tb SICA GK 
WW PASLIC IRB ORAS, BORE EL CATT S DSP IC LS 
RIC IAKOME LORMDA, 

(1) SRR GUAR OKO SELLA 
2) BEAR RS 
) Qa AWA 
) TENNER « SARE Az 
) eR Ls 
) 


pal Sige 

(7) @fSbNG « BSB « PAA ¢ RMA 

(8) 2a « Hetere 6 — Bis 

(9) | GEE « Seen — ZL | 
(10) #eieazerLves MEPYAIENY IC (th CAEL DAW. L Fe BRD nt ae 
め る こと と が 出来 る 。 MAPA GU PAVEIC RIN SADE EE Sb OMB 
て 述べ る 。 


1) T. Matumoto: Four Gigantic Caldera Volcanoes in Kyusyu Jap. 
Jour. Geol. Geogr. Vol XIX. Special Number 
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GEOLOGICAL AP IN THE VICINITY OF ~ 
_OKUT/ GOLD LUNE Cr. vamamoro ) 


(aa Recent 
Votcanic Ash 
ana Ho.Bi. by. Hy.AgAnd. 
ZZ) Ao-Hy And: 
4 TEBE ato Hy And. 
=H RRB Hy. Ay Ang. 
: Mm Ob Ag And. 
WD, Ng My-Ho.Ara. 
RR Bro. Ptagio-Liparice- 
N . WS Spherutitefets 
— 2PAndesitic Aggle. 
Propyltitized And, 
2 Fyraxene And ; 
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複 煙 石 安山岩 ANSCRMRLEE UCC ORANICHANSZLOT 
HD, DUAUEIC IR SRS S. ANRC IAA BEATER GC, ARS 
AETV ICZBORRARAGERDE BATS. DEihit, FRA, BAR - 
RGA L Oi DREGE WO ISU EE HH, 大 きき は , ES 2mm 以 
上 に 達する も の が ある 。 

Bi PICMIERT SIC, MEIKE AL, Ait hyalopitic tex EBL, SF 
TRA, SABI, OPE ROE, MARGE DRS, Beat 
EBLE, ESB RARE CRRARSZ ORB EDS. BRAS, 
自 形 を 時 し 長 さ 1~1.5mm 時 に 2mm を と を る 。 LEANER ZOE 
殆 ん ど 分 解 し 汚染 され た も の 2 種 が ある 。 双 品 は albite 式 , calsbad 式 
良く 発達 し , 時 に pericline Ah bib 5S. HATE it AICHE 


本 完 報 交 | = 


で 化学 的 及び inclusions ic + SRHIHICK  BBHSNS. SAORI TIC HE 
て は 後記 する 様 に , BOKMMKIC ED, MALE chlorite CAML Tvs. 
光学 性 か ら 推 定 し た 符 長 石 の 化学 成分 は 略 Ab~Abs; で labradorite で 
DS. ROAM A, UNS LCR L RA COA SN, Bed 
BRAD 12 以上 を 占め る 。 WSs microphenorysts ELT), BEL 
WBE TF EM SATE CLR BE ABAD & 155 o BABY BIA (LD TC 
DESENSIGAX RV, Ii > MADE Ce FA YB AIA Eabe 
SN, BEAM Bt Augite で 大 き さ 0.2x0.7 mm CAB, 
See BIG t & fee C, X=reddish yellow Y=pale yellowish Z=pale 
green. 大 き さ は Augite と 同 程 度 , ZW zonal structure % HAZE ASS WH 
られ る 。 (Fig 1) 千本 岩 中 に は 種子 田 博士 の 所 調 Boal Andesite? が 局部 


的 に 現 出し , 岩 看 学 上 持 味 深い も の が ある が Boal Andsite CHCA 


士 の 報告 が ある の で と で は 贈 れ な い 。 

GRE (ABELL) の 絡 質 現象 AUEHRAKOLK SATS 
SPLHG 1 4 1 SLUR INGE CAEL 6 AE SET SUR £0 SABC HE 
い , KAIBA OBL BE CHS Ce APNE DR ANS. BOBO 
脈 と 母 岩 と 相 接 する 附近 で は 砕 化 作 用 , BRM EOS 6 RICHIE Al 
析 用 は 上 比較 拘束 距離 に 及び , その 程度 は 距離 と 共に 洛 減 的 で ある 。 以 上 の 
議 秦 質 作用 の うち 草 的 に は 最後 の 和 泥 石化 作用 が 最も 広い 箇 囲 に 豆 る 。 有 
SNA ERIAILL, 用 長石 は 一 部 又は 人参 部 線 泥 石化 し て いる 。 従 
つて 際限 的 に は 淡 吾 終 色 乃至 暗 青 色 を 時 する 。 叉 岩 有 中 に 新 に 多量 の 微 
な 方 解 石碑 及 黄 鉄 鉱 を 鉱 染 し て いる 。 

WILE SD § SSR DPEN ICE. AIG KALE It, GERBER 
考 へ られ て いな た 程 大 な る も の で は な く , SRL D OMIA C Hen MEERA 
に に 限ら れる 様 で あり , 時 に は Lm 前 後 と ゆう 極め て 接近 し た 場 記 に 於 で て 録 
液 の 作用 に 基く 変質 作用 の 認め 難い 場合 すら ある 。 こ と れ は 恐らく 鉱 液 が 上 . 
昇 し 来 を 際 の 母 岩 の 性 質 , NSA SD, LiL BR, Roo 
存在 の 有無 , 鉱 液 自身 の 況 度 及 圧力 の 局部 的 異同 と か の 地質 的 及 物理 化学 
的 條 件 に 基 因 する も の と 考 へ られ る 。 然 る た 所 調 変 朽 安山岩 と 笑 さ れ う る 
も の は 比較 的 広域 一 大 唱 附近 で は 中 央 の 鉱脈 を 中 心 と し て 東西 に 略 ユー 
1.5km 一 に 及 ※ が こと の 変質 作用 は 録 脈 成 生 に 伴う , HBO RUKH IE 
に ょ る も の と は 考 へ 苑 い 。 

最近 , AERC ILA RON ICR CREE (BEAD PRET ER 


1) GFR : HH SMBE Vol. 55 648-649 p. 149. 1949. 
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安山岩 ) の 変質 現 名 に つい て 研究 ゆり し ,「 含 金銀 鉄 液 上昇 に 先立つ て 負 
eT LD VAC BISA O MBC £ O CRMAASH NK D RAE RIC BD RK 
JER, 方 解 右 化 , eR, WEE, 永 長石 化 , WILE OBE & BO 
て いる と 洋 べ て いる 。 芋 者 の 大 唱 鉱 山 に 於 ける 調査 で は , か まる 広域 座 
質 現 祭 は 終 泥 石化 以外 は 認め 難く , と 選 以 外 は 鉱 液 に 件 うぅ 直接 の 熱 水 燈 液 
の 影響 に よる も の と 考 べ へ たい 。 LL, 大 局 了 的 に みる と を き に に は, [HSS 
比較 的 広域 の 所 調 変 朽 安山岩 化 作 内 は 鉄 床 成 生 直 前 の 種々 の 地質 学 的 條 件 
DS, それ に 適当 な 場所 に た 於 て , ARMA DTH Te LC bea A AIC IF 
われ た を も ゃ の で ある EMS CHEHNSWAAMRR EMR CHS. fa RE. 
ACHE ARS & Hive CHEN THRE BOTH SS. : 
BBA RniRe Ree Lic sca K Ae CH Hee 
LHbLOE, KAM WACK Cit, BEUERMNOc FI 460.4m 
山 及 鉄山 の 東方 及 束 北方 約 2km の 附近 一 帯 に 分 布 す る 。 色 は 次 白 色 砕 長 
質 で 流 誠 構 造 を 示し , AM LTDROMES, MRO SNA A 
する 。 こ と これら の 中 に あつ て , 詞 部 的 に 駒 放 色 形 璃 質 の spherulitefels cWH 
移し て いる の が 見 られ る 。 WMUAUORRM 2km の 山地 に 於 て は , RHO . 
Ke SAK (2~3mm) に 達する , HE perlite に 類似 し た を も の が 広く 分 布 _ 
し て いる 。 鏡 下 に 韻 穴 する に , biotite- plagio liparite jt #HHEHKREME & A 
L, BEAhé UCIA#RA, 石英 , ROMER, 極小 量 の 角 関 石 及 正 長石 
を 有する が 笑 品 全体 と し て 石 基 の 1/5 UF CHS, AHItEIC felty cry- 
Stallites 及 small microlites に ょ つて 充 た を され た glassy (ground mass) 
CHS, 斑 品 調 長 石 , KEK, 無色 透 員 の andesine. 

AREER: : ttt, 六角 板 其 の 美 品 , HM 1~2mm 時 に 3mm に 及ぶ 。 BE 
Me UCH LAC PENS, RULE Syne it biotite-plagio lipa- 
rite と 略 同様 な る が , spherulitic tex. が 極め て 良く 発達 し , 前 者 と は 移 
(BORE AT SDS, MICU RIC IFICH CHL MBM IRO 
見 出さ れる と と や , 鉱物 成分 等 か ら 同 一 源 magma より 同時 に , BESS 
た も の が , 冷却 固 結 時 の 物理 化学 的 其 件 の 差違 に ょ つて , 異 つ た 問 質 を 未 
す に 至 つ た を 事 は 明らか で ある 。 

TLE Oma ALAA SRI OMA L FSM SZLOCHD, 一 部 その 母 
MEIELUTHSTER HS, MERAKPRMROBRAICH TA, BBO 
岩石 学 的 研究 は 勿論 , 岩石 化学 的 研究 (特に 微量 成分 ) は 特に 応用 地質 学 
の 李 の 重要 問題 に 劣ら ず 大 切 で は な いか と 思う 。 4 
MUKIGIC kSARHOMBBR 鉱脈 附近 の 流 紋 岩 は 熱 水溶 液 の 作用 を 


1) 柳生 六郎: 地質 学 柳 Vol. 56. No 656 p. 293. 1950. 


PE 4 x に に Loe oF oh Sa re Ss aa! 
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ZC EL CBS, KICRILCIAIA EH ILL CH SDS, BOX 
MFR Cb BIR AH ICMR ANS, BOGE FIC it, BRAOBLE 
し く 殆 ん ど 高 陵 土 化 , MERE, BRAILES CS, 全般 的 に 見 
・ で て 本 岩 の 変 引 現 象 は , MURALI OBAE LRM CHL RTH O, 
所 調 selective metamorphism の 行わ WMOASZCEE RL CHS, : 
SRA - kRBA—BNE— RUS 鉄山 南方 高 態 山 (422.0m) に 
旋 て 前 記 Biotite-Plapio-liparite を 被覆 し て 圭 出 する 外 , 鉄山 の 東北 方 約 
1km の 地点 に 岩 脈 を な し て 直 出 し て いる の が 見 られ る の み で その 分 布 は 
狭い 。 肉 眼 的 に は , BORG, BK eM ANIC ZEON (RS 2 
~3mm) 多量 の 角 関 石 (2mm) & & RAFAL EN TH Bo 
_ SEPICBMAT ZC, DEMIA-ICRLRA, fA, RRA BOM - 
Bik 0%), 石 基 は hyalopilitic texture + AL. 比較 的 酸性 の 府 長 石 , 
SEM, MGM CN SEER THM COV LORS. BER A 
は 自 形 を 量 し , Wie albite xt, CalsbadstowHeL, 叉 chemical. 
| composition に よる zonal structure LB (SAS. 光学 恒 数 より 推定 

し を 化学 成分 は , Abig で labradorite に 相当 する 。 

角 関 石 は 自 形 を 旦 し 褐色 , 多 色 性 著しく 

X= PSK Y= Z=#5 j 
arn aA AICOVU CH KOBZRRen, AMXLAHABLET. 
多 色 性 著しく 
X 全 淡紅 Y= 炎 福 ZZ= 終 

magmatic corrosion を 受け て いる と と は 屋 々 認め らち れる 。 

普通 輝石 は 他 の coloured minerals に 比 し 量 は 其 だ 少 ひ が 結 品 は 可 成 大 

au (a 2mm) % の が 含ま れる 。 

Microphenocrysts と し て 存在 する 交 石 は , BG, MRED ON SAS 

ZEPIC (TRAE DH CMRI EK Co (Fig 2) | 

SHEA ・ ABHEG RBA Rus At 鉄山 北方 約 2km の 北 . 

ABN LES CHER EV EEE AOD bIC OO C/G ERIC ERIS SIE, 本 地域 に 


(C122 EEE RL GILES, Betcha ><, Flea des 
0:5~1mm) 及 少 量 の 有人 色 鉄 物 よ りな り , HEA IDK CHICH DSN S. 
SF DRA ICN IE, 石 基 は pilotaxitic texture を 示し semicrystalline 
| で 多量 の 酸性 用 長 石 , BEA. REGGETZ ER WD oD ROS (KK 
> Miron s. GEMCAARS(, その 中 に の 放射 繊維 構造 を 示す zeolite 
DORKAIICEL て いる 。 ; 
| BEAIARHEA, WHORL > ROR, MOET LDS. BAIL 
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Fig.2 two Pyroxene-Andesite Fig 3. Augite bearing Hypers- 
from Okuti. x24 thene-Hornblende-Andesite 
P: Plagioclase Hy; Hypersthene from Takakuma-Yama, O- 
Ag; Augite M: Magnetite. kuti x24 
P: Plagioclase Ho: Hornb- 
lende Hy: Hypersthene Ag* 
; Augite. M: Magnetite, 


Tig 4. Hornblense, Hypersthene 
bearing Augite-Andesite 
from Ushio, Okuti. x20 

P: Plagioclase, Ho; Hornblende 

A: Augite, M: Magnetit 


Fig. 5 Hornblende, Hypersthene 
bearing Augite-Andesite from 
Yamano. x85 
Hy: Hypersthene pl: Plagioc- 
lase. Ag: Augite, 
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多量 に 含ま れ 、 自 形 、 新 鮮 , BW, Wahid albite xt, calsbad 式 良 く 発 
達し , chemical zonal structure 2BiFicHoonN2. MMAR AR 
MEA BL, (100) We AML FS RAR ALAS Ex PBD ONS. Hw 
ROR IAT BL, 上 比較 的 大 品 を な す が , LOM. SEAILAIE 


a 叉 は 人 準 自 形 を 示し , JADA ite ICHHW serpentinized され て いる 。 


Microphenocrysts + L-COBPA ASB ED EI IC RR RRB DS 
BS, BEPCARLERAHA CMR IL LY. 

GREE vhaeadeataons At OFLBH 1.5km の 高地 に , 複 
HAR RWG RZ biotite- quartz— plagioupanite & RRL TC) 5 BAC 
HATS. 

PAINS IC it ARSE C8 PE ~ AOR CARL © ZEB IC, BH, SHEE 


i, WM OETA AL TS. 題 微 鏡 下 で は , 石 基 は hyalopilitic 


texture を 示し , 2BORIH, HHMAL ORS. Miht THE RO 
比較 的 basic kW R RA, Se, RASS ENS. 
2HRWA—-ABBA HBA -RYA 本 岩 は 鉱山 業 北方 約 3k の 7 
97.8m i 及 そ の 周辺 一 帯 に , PRA WAR biotite-quarty-liparite を 
BALT, 広く 分 布 す る も の で 本 地方 に 於 ける 最も 新しい 時 期 の 燃 岩 で あ 
Do 
肉 限 的 に は , ARR RL, KRG BIC S BORA 
BEE EN, BEBE CH So 
ee FICK Cites, SHORE. HBB, SRRRBIG, RISKS, to 
BONA £ DKA. 
Si EGU CHS (1. 5~2mm), 4h (t albite st, calsbad 
式 良 く 発 達し , pericline xt 4B x#H5N4. chemical zonal structure 
は 題 著 で 化学 成分 は ADg~Abs, と 推定 され ,. 一 曹 放 長石 で ある 。 HAR BE 
Alta B~A I, Vets, 短 柱 其 (0.4~1.5mm) 双 品 を な す も の 多く 
特に (100) EAMETS ODE ~ BOHN S. LWP Cit chemical 
zonal structure を 僅か に 認め る 。 magmatic corrosion を 受け た を 形跡 は 
| by CBROMAL EAL, 結 品 の 辺 々 は Chlorite に 変質 し 一 種 の corona 
structure の 如き 外観 を 示す も の を 展 々 認め る 。 
cAZ’ =48° 
Semewe te ( (MEDIC SEN SA0.5x 1.6mm 位 の 大 品 を な す と と あり 
自 形 を 呈し 多 色 性 は 
tees Y=~t,  Z=#k 
SUE LPP OIA T ZLOB, MSH ON, ii baRMBRAO 


NN F 


も 
} ie ~~ 
32  SAMMR RES > 


MABE mantle し て いる と と は 注意 すべ き と と で ある 。 
角 関 石 は 自 形 叉 は 進 自 形 を 早 じ 少量 含ま れる 。 褐 色 で 多 色 性 療 し く 
Xー 淡 鞭 色 Y= ZZ= 褐 色 cAZ'=17° 
magmatic corrosion % it yewhyL ¢ , HSS PAA & opacite 化し て いる 。 
AH cryptocrystalline で hyalopilitic tex. を 示す が , devitrifi- 
cation の 結果 , SMOOVE OW exe AIL, —iO spherulitic tex. を 
PBT LAH ICH SMWOBAICAZERNHK, 本 岩 の 特徴 で ある 。 石 基 鉱 
物 は 終 長 右 , BABA, VERA, 砂鉄 鉱 及 球 璃 よ りな る 。(Fig 4, 5) 
SRA PEE: Pash RBA RUA 本 岩 は 鉱山 北方 山野 - 
BAS PAVE IC REHEAT S % OC, 肉眼 的 に 主 府 体 は 次 黒色 統 寂 で ある が ), 
詞 部 的 に , BORG, 粗 料 多 乱 質 構造 を 呈す る 。 班 品 は - 主として 多量 の 斉 
RA (KS 1.5~2mm) kA SAMs SUE, YORE, BILE BIC 
は druse 又は fissile chasm (C/V sldss BEAK (7 1~2.5mm 時 に 3 
mm) OMERESREL THOS. ~ 

Bipee FORIZZIC LUE, ASAE Ck, AE A VSR AB (ODS IC, 
BLA, MR, PSM. DRS Sit Sts hyalopilitic tex. で ある 
DYKE, BIVARC aA it holocrystalline で pilotanitic, 構成 鉱物 

は 前 者 の 外 に 無数 の 鱗片 其 黒 雲母 を 含む 。 . 

DEMME ICRA, SERRE, TARR SEAS, 淡 座 色 部 で は 用 

BORSA LS RON GA AF SOICML, 座 黒色 部 に は , ESSAI A 
ER EME YD, 或 は 極め で 稀 に し か 認め られ な い 。 

終 長 石 は 斑 品 中 の 大 部 分 を 占め 自 形 (FE 20.5~1.5mm) chemical zonal 
Structure BAF ICH 5315. Abs~Aby (Labrudorite) で ある 。 Whit 
_ 雌 較 的 広い lamela を 有する albite 式 及 calsbad st pericline 式 等 見 
られ る 。 ; 

SR ARB (LAY ( 長 さ 0.4mm), 多 色 性 は 

X= Y=2ett 2Z= 淡 線 色 
chemical zonal structure は 時 に 認め られ る 。 

SBR ALATEST, IRR IC LELAD ODSIB IAA ih 
を 司 々 認め る 。 PHBL intergrowth を な す も の あり , magmatic 
corrosion の 跡 は 比較 的 多く , BRIE At So 

EERE, BNC ACME Lin CH © PSMA BIC SIC HEH, 
AeABICIRIAA EPEML kt. AB (SHE 0.5~2.5mm, 時 に 3mm Fis 
SOIC, TH~ PE, 2 fe AEC 

X= Y= ts Zane ee 


ASIYNC ET IRBIORRICHEL CHEN SRE TD SB, と まで は 簡単 


We Fe Be ae 33 
ra en nce ees 
BIVTH Co MG TC OMAAIEA ATO TRNEIC IAS SW O PEC ay 
autopnematolytic action” に よる, 即ち Volatile substance の Pe b 
HL] HRICGLAT ZL OCHS, WhE2ZO HAS aH IPOs, 264i 
質 部 分 の druse or fissle chasm (COAPESF ST LYE ESLA LCS 


PLEAS LU BAREIC BE HY ZS ICM PEC aC HBSUEL Yew, 谷山 野 町 附近 玉山 


EEF AO AT GAM PAE ICL, 告 多 数 の , BORA 出し , 本 地方 火山 の 
複雑 さ を 思 わせ る が , それ ら に 就 い て は 後日 に 譲る と と に する 。 

WCULO RADON 4WHOS. ORDEAL CHL SIC, —HICKO 
如き と と が 言 へ る 。 

(1) 本 鉄山 附近 の 安山岩 は 比較 知 , | FEBE A ee 
る が その 内 で も HRT ONE JER IO ReHD ら 比較 庁 基 性 へ の nor- 
mal coarse &{ETWT, 分 化 の 最 史 逆 に は ee ERENT (GING EA 
HLT So 

(2) BEAMEL CSEnSHnd, 多かれ 少 i) Hy. Pic CMU ewe 
Baa, 何れ か 一 方 の み と ゆ う も の は な い 。 microphenocrysts (cf 
ThE DI CHSAHE CAM HBG MS BEACH 3, 符 方 列石 の 
BLDG YL OPUEIC Zo. MABE AIL BCMA C, ER a RR 
Ailtiivd ath, LIHAEREN RV. LAYEMAL CHE, BENNIE GIE 
DEST EKTED, これ に あて は め る と , Mines Maw b, 極め 
ChabR AN 7ehh Mice b, 各 岩 石 の 近似 性 を 思わ せる 。 以 上 の 事実 か ら 考 
Beg Zk, 本 地域 の 岩 此 は 上 比 剛 的 揮発 性 成分 に 富み , EIRENE eke 2 
ETAROCHS. MEAMMOK MITA WA? OT MeO Rese 
PICS SE dns. 
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ee ea WEG 
BI FIBBIC OW TOMES AAR, AEDS RMB RICA ATL Ke 
ee ra, eed ec 
末 第 四 紀 初期 の 火山 岩 が 分 布 し て 須 り , OKLA IAS i に 
及ぶ 精 舞 な 踏査 研究 が 旋 さ れ な けれ ば , ACSA BAEK LATO FE 
れれ 自体 も 極め て 不 充 分 な も の に な る こと と は 諭 を 傘 た な い 所 で ある 。 


1) T. Matumoto: 前 出 
2) 久野 A, HEHE, Vol. 46. p. 312. 1939, 
) AA, 地質 学 維 , Vol. 56. 656 p.226. 1950. 
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